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平成３０ 年度   臨時号  

　
学校評価アンケートから見えてくるもの（後期）
平成30年度，後期に行いました子育てアンケートについてご報告させていただきます。今年度から3学期制となりましたが，アンケートは前期・後期と2回実施しました。前期と同じ内容で，質問は２３項目でした。学校でのこと，自分自身のこと，先生のこと，地域での過ごし方，おうちでの過ごし方など多岐にわたっていましたが，その中で，適応度が高かった上位3項目と適合度が低かった項目を紹介して考察します。（　）の数字は前期の割合です。
評価がよかった項目（できている，だいたいそう思う）
	
	１・２年児童
	３・４・５・６年児童
	保護者
	教職員

	１
	先生は話をよく聞いてくれる。
	98％
(99%)
	交通ルールを守って，登下校したり，放課後過ごしている。
	91％
(91%)
	子どもは明るく前向きに生活している。
	97%
(97%)
	子ども一人一人のよいところが言える。
	100％

(95%)

	２
	外で元気よく遊んでいる。
	98％
(91%)
	自分は以前より成長している。
	89％
(88％)
	子どもは，登下校や自転車の乗り方などで交通マナーを守っている。
	96%
(98%)
	地域の方や保護者と連携をとるように気を配っている。
	100％
(100%)

	３
	先生は頑張ったことを褒めてくれる。
	89％
(96%)
	先生は頑張ったことを褒めてくれる。
	87％
(91%)
	子どもは楽しい学校生活を送っている。
	94%
(95%)
	あたたかい仲間関係になるよう授業・学級づくりを進めている。
	100％
(95%)


・1・2年生の児童は，学校で先生に話を聞いてもらい，褒めてもらい，自信をつけて自らの成長を感じている。外でもよく遊び，あいさつもしっかりできていると感じています。

・3年生以上は，交通ルールを守ったり安全に気を付けている項目が1番でした。交通安全に意識が向いているのが分かりました。また，先生に褒めてもらい自信をつけて，自分は，やればできると感じているのは1，2年生の実態と似ています。
・保護者の皆様からは，児童は明るく前向きであり，楽しく学校生活が送れているといった評価をいただきました。また，登下校の自転車の乗り方や交通マナーをしっかり守っていることについての適応度が高かったです。

・教職員は学校教育目標に向けて，教育活動に取り組んでいます。その中で児童一人一人をしっかり理解し，保護者や地域と連携を取りながら，あたたかい人間関係，学級づくりができるように，すすめていることが分かります。
これらの結果より

○これからも一人一人を大切に，児童の話をしっかり聞いて，保護者や地域の方と連携しながら，人とのつながりの中で，相手も自分も大切にすることができる優しい気持ちを大切に育てたいと思っています。
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評価が低かった項目（そう思う，大体そう思う）
	
	１・２年児童
	３・４・５・６年児童
	保護者
	教職員

	１
	おうちで30分ぐらい勉強している。
	54％
(84%)
	早寝早起きをしている。
	57%
(60%)
	インターネットに関する情報モラルについて正しい知識を持っている。
	48%
(44%)
	子どもは相手に分かるようにはっきり話している。
	46%
(71%)

	２
	PTAや地域の行事に参加している。
	61％
(76%)
	家の仕事（お手伝い）を進んでしている。
	58%
(54%)
	子どもは外国語に興味をもって，楽しんで学習している。
	59％
(66%)
	進んで家庭学習をしている。
	62％
(65％)

	３
	進んで本を読んでいる。
	65％
(79%)
	進んで読書をしている。
	67%
(63%)
	進んで読書をしている。
	59％
(54%)
	子どもは自ら課題をもち考え行動している。
	62%
(65%)


・1・2年生の児童は，前期と同様，家でのお手伝い，行事に参加することもあまりしていないといった回答が多かったです。おうちでの学習があまりできていないのが気になります。
・3年生以上は，早寝早起き，家でのお手伝いが低い結果となり，前期と変わりありません。基本的生活習慣の確立，体力・気力を養うことについてはご家庭の協力が必要であると考えています。児童全体の傾向としては，読書，家でのお手伝い，家庭学習に課題があるように思います。
・保護者の皆様からは，インターネットについての知識や，危険性への理解など十分でないと感じておられる傾向がみられました。これも前期と同様でした。読書については児童のアンケート結果と同じでした。文章を読んで想像力を働かせる，お話の世界に入り込むなど，読書の魅力を味わってほしいと思います。

・教職員については，前期と比べて児童の話し方，声の大きさが課題であるととらえています。また，自ら課題をもち取り組むこと，家庭学習についても，まだ指導や支援が必要です。
これらの結果より

○児童については，低学年の間に基本的な学習習慣を身につけることが大切です。音読，字を丁寧に書く，相手に届く声で話す，最後まで話を聞く。不十分なままでは学習を積み上げていくことが困難です。また，早寝早起き，家での仕事（手伝い），あいさつは，大人になっても基本的に身に着けておかなければならないことです。自立した生活が送れるよう意識していく必要があると感じました。また，児童の放課後の過ごし方も気になります。運動場で残り遊びをしていたり，学童保育，放課後まなび教室に行く児童についてはよくわかるのですが，他の高学年の児童はどのように過ごしているのでしょう。習い事が多いのでしょうか。

○学校では，生活科や総合的な学習を軸に，調べたことや学習して伝えたいことを表現する力をつけていきたいと考えています。相手意識を持ち，わかりやすく話すことを大事にしていきたいです。
＊お忙しい中アンケートに答えていただきましてありがとうございました。これらの結果をしっかり受け止め，これからも教職員一同がんばっていきたいと思っています。ご意見やご感想など，さらにお声がありましたら，学校までお知らせください。これからもご理解，ご協力をよろしくお願いいたします。
平成３１年３月２２日


京都市立山階小学校


校　長　岡　恵子
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（学校教育目標）


自ら学び　夢に向かって　たくましく生きる子


～ふるさと山階なかまと共に～


元 気 に 登 校　　笑 顔 で 下 校








